
 平成29年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～28年度）】 【29年度】 【今後予定（30年度～）】

関連事業：

: - 1 - 003011整理番号

合計 0 5,013

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

・5月～7月　　条例案の検討
・9月～10月　パブリックコメントの
実施、結果の公表
・11月　条例案を平成28年第5回市
議会に提案

0

通信運搬費

啓発用ポスター、パンフレット等委託料

0

債務負担行為

謝礼金

食糧費 お茶等

費用弁償 府外在住者用

会場借上料 シンポジウム、研修等

　H　～　H

事業

概要

平成２９年４月施行予定の「堺市手話言語の普及及び障害
者のコミュニケーション手段の利用を促進する条例」に関し
て、市民等への手話の普及啓発や障害者のコミュニケーショ
ン手段の利用促進を図る。

○市民等への手話の普及啓発や障害者のコミュニケーション手段
の利用促進を図るための取組を行う。
・情報保障の充実のため市長記者会見動画の手話、字幕化
・手話の理解促進のため手話講座の開催（市民対象、職員対象）
・広く市民等に啓発するためシンポジウムの開催、啓発用ポス
ター、パンフレット等の発行
・多様なコミュニケーション手段の利用促進のため市民窓口に筆談
ボード、コミュニケーションボード等の設置
○具体的な取組については、施策の推進方針を策定し進める。推
進方針の策定や施策の実施状況の確認の際には、本市の附属機
関である「堺市障害者施策推進協議会」の専門部会において障害
当事者や外部有識者等から意見を聴取する。

　条例の制定に伴い、障害者が手話を始めとする多様なコ
ミュニケーション手段を利用できるよう、市民等への手話の
普及啓発や障害者のコミュニケーション手段の利用促進を
図る効果的な取組を行うため、それに係る経費を要求する。

消耗品費

843

【今年度要求のポイント】

シンポジウム、タペストリー等

シンポジウム等

274

2

15

1,440

・4月　条例施行
・施策の推進方針の策定（専門
部会にて意見聴取し策定）
・施策の実施

・施策の実施状況の確認（専
門部会にて報告）
・引き続き施策の実施

平成28年度予算額

0 2,429 研修講師、手話通訳、要約筆記等

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

5,013

0

0

0

0

0

事業区分 ： 新規・拡充

平成29年度要求額平成27年度決算額

事業名「手話言語・コミュニケーション条例」普及啓発等事業

：健康福祉局・障害施策推進課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て 1-3

局・課名

0 10

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 28年度予算 29年度要求額 内容・積算等

期間


